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WG概要

脱炭素への

貢献

✓ まちづくり事業／スマート農業／

シェアリング事業／ エネルギー事業 など

目指す姿

✓ 地域の特性や実情を踏まえつつ

さまざまな技術的な課題等を乗り越えて

 特定のエリアでの事業実現を目指す

これまでの取組み 現状及び事業化に向けた課題

✓ 第１回 2023.9.1 キックオフ

✓ 第２回 2023.11.20 対象地・事業のイメージ、

 関連法令・制度

✓ 第３回 2024.1.26   現地視察、方向性検討

✓ 第４回 2024.6.11   アイディア・課題 討議

今後の取組み方針

✓ 事業実施に関する参加者意向の確認・マッチング

✓ 多様な関係者「産官学金」との対話（市町村WGを含む）

✓ 他省庁との連携

✓ (より具体的な)事業実施にあたっての課題の整理

✓ (より具体的な)WG参加者による脱炭素化事業メニュー …等

を踏まえ、「(仮称)帰還困難区域での脱炭素化事業プラン」の提案

✓ 今後のスケジュール

R6 R7 R8 R9 R10

検討

事業化

プラットフォーム関係者へのメッセージ

✓ このWGの進め方について、アドバイスをいただきたい

✓ 自治体のご意向をヒアリングしたい

✓ マッチングに興味をお持ちの事業者を募集したい

ほか、例えば、中間貯蔵施設の3Dモデルを作成しておくと

今後の検討に役立ちそうか？ (すでにある？)

ワーキンググループ参画事業者

未定・要調整

未定・要調整

帰還困難区域のうち

ケーススタディとして、特定のエリアを設定し

多様な専門領域・業容である参加団体のノウハウや

実績を活かした、チャレンジングな脱炭素化事業を検討

帰還困難区域での脱炭素化事業検討 ワーキンググループ

✓ いろいろな機関と対話し、前向きなアプローチで前進

✓ 「この場所でしかできない」ことにヒントを得た検討

→ドローンの実験施設、人が集まる公園、

お祭りなどのイベント開催 ほか

→3Dデータを活かしたバーチャルタウン

✓ 100年後のあるべき姿、土地利用の検討も必要

ほか、以下のような点も課題と認識

・帰還困難区域及び中間貯蔵施設の土地の取扱い

・除去土壌の県外最終処分への対応

・関係者との合意形成、社会受容性の確保 など

yamaoka@rirs.or.jp (日本みち研究所・山岡); yoshikazu.otsuka@okumuragumi.jp (奥村組・大塚); 

yyamashita@exri.co.jp (エックス都市研究所・山下)

[連絡先]

試行しながら、できそうなことから検討を進めたい

(注)年間積算線量が50mSv超

(注)

写真 第３回WGにおける現地視察のようす

避難指示 解除済み区域

帰還困難区域

本WGの検討エリア(イメージ)

特定復興再生拠点区域

検討対象外
(民間開発等が可能)



参考：話題提供（環境放射能除染学会での論文発表 2024.9.4）
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